
























7 名（22.0±0.8 歳）であった．tDCS は導電性ゴム電極
（5cm 7cm）を用いて陽極電極を左一次運動野，陰極電極を
右一次運動野に貼付し，電流強度 2mA にて 10 分間行った．
皮質脊髄路の興奮性の評価には運動誘発電位（MEP）を利用
した．経頭蓋磁気刺激装置Magstim200 および 8 の字コイル
を使用し，左一次運動野手指領域の hot spot を磁気刺激し，
右第一背側骨間筋より MEP を記録した．磁気刺激強度は，
安静時に 1mV の MEP が誘発される強度とし，刺激頻度は
0.2Hz とした．tDCS 介入中の運動課題は，最大随意収縮の
10％の示指外転運動（10%MVC）および他動運動による示指










＋passive 条件で 53.6±10.1%であった．tDCS のみの条件で







tDCS のみの条件では介入後に MEP 振幅は増大したが，
tDCS＋10%MVC 条件では介入直後に有意に低下した．また





図 1．tDCS 介入による MEP 振幅の変化 
 
図 2．tDCS＋10%MVC 介入による MEP 振幅の変化 
 
図 3．tDCS＋passive 介入による MEP 振幅の変化
【結論】
 tDCS 介入中の運動課題は，tDCS 介入後の皮質脊髄路の
興奮性の変化に影響を与えることが示唆された． 
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